
令和元年度第３回 藤久保地域拠点施設基本計画検討委員会 議事録 

 

１．日 時：１２月１９日（木）１０：００～１２：００ 

 

２．場 所：役場３０１会議室 

 

３．出席者：杉崎和久委員長、阿部英雄委員、伊藤敏彦委員、尾崎恒男委員、数馬田惟委員、

佐藤和秀委員、多胡晴子委員、三ツ木紀夫委員、横山八重子委員 

（欠席：大貫豊彦委員、児島新衛委員、塩野重光委員、当新卓也委員） 

事務局 政策推進室 室長 島田高志  主幹 冨田篤  技師 新村優宗 

受託事業者 

 

４．傍聴の可否について 

  第３回検討委員会の傍聴を可とする。 傍聴者 ０名 

 

５．審 議：（１）これまでの取組み 

        ・敷地設定（敷地後退・道路付替え） 

        ・複合化施設の取り扱い 

        ・検討部会 

 (２）施設配置案について 

     (３）住民向けチラシについて 

      

６.内容（結果） 

【審議（１）について】 

・敷地設定のような実務的な内容については、本委員会に報告は不要だと考える。議

論のできる内容に絞ってよい。 

・具体的な検討が町内検討部会で行われているが、コンセプトなどについてこそ、住

民意見を取り入れるべきではないか。 

⇒本コンセプトは、団体ヒアリングを基に庁内で検討を行った。イメージをある程度

具体化したものを示した方が委員の意見をいただきやすいと考え示した。 

・本委員会の位置づけを改めて明確にするべき。決定は町の検討会議で行い、その検

討内容について、意見を求める場という解釈で良いか。資料内に『諮問答申』とあ

るがそこまでの組織ではないと考えるが。 

⇒そのとおり。資料について、表現を修正する。 

・町の示すコンセプトは良いと思うが、実際に実現できるのか。面積が縮小される中

で、どのようにそれが叶うのか具体的な画を見せて欲しい。 

⇒今後、平面プランなどで具体的なイメージを示していき、ご意見をいただきたいと

考えている。住民の要望が多かったコミュニティスペースなどについては、カフェ

スペースなど、民間の提案の可能性もある範囲でもある。どのような方策があるか

今後検討していく。 

・学校の特別教室の扱いについては、一般開放などは検討しているのか。 

⇒本計画において、学校の特別教室の活用は重要だと考える。施設として縮小化され

ていく中で、（生徒の）利用時間が限られ、未利用の時間帯のある学校の特別教室



を一般開放する事で、不足室を補うといった方策も検討したいと考える。敷地全体

の配置計画等にも影響を与える。先進事例研究等を進める。 

・民間施設についての考え方を教えて欲しい。町として民間施設の導入可能性を探っ

ているが、それによって公共施設が圧迫されるようなイメージをもって不安に思

っている人もいる。 

⇒民間施設が複合化されることが確定していることではない。民間の意向や興味を確

認するために、可能性調査を行う。また、面積について、例えば民間施設が自己の

所有でカフェなどを設置した場合、そこは町の公共施設ではないため、面積検討の

キャップからは外れる。そのため、民間施設がはいることで、公共施設が圧迫され

るということはない。公共施設の面積キャップについても、町の財政状況や公共施

設マネジメントの考え方から設定されているもので、民間施設を導入する事とは

関係性がない。町の欲しい機能を補填、増強するために民間を使うといった活かし

方もある。その他、財政面での効果も期待される。 

・学校は防災の拠点でもある。そういった観点も計画に取り入れるべき。 

【審議（２）について】 

・グラウンドサイズについて、グラウンドは地域開放されており、住民にも利用され

ているがその活動は継続できるのか。 

⇒活動に必要なスペースを確保する。 

・具体的な面積などで住民に分かりやすく 

・プールはどうなるのか。 

⇒プールは整備しない方向で検討している。水泳事業は民間委託の予定。 

・配置案の中で、ある程度条件的に確定していることはないか。仮設校舎の有無など

は財政上も大きな影響がある。そういう前提条件があると、そこから配置も決まっ

てくると思う。 

⇒確定していることはない。提示の案も検討条件整理のために仮で示したもの。ただ、

指摘のとおり、仮設校舎の有無などは町としても重視する。直近の事例では同等規

模で７億円、コンサルタント会社の想定でも６～１０億円ほどかかると言われて

いる。そういった、検討条件のウエイトは出てくる。 

・保護者からも仮設校舎はやめて欲しいという意見が多いと思う。 

・北側に校庭が来る配置は避けたいが、諸条件から選択肢は絞られると理解している。 

・校舎と体育館や特別教室棟などが離れている配置は、移動が大変。例えば車椅子の

児童が入学することも考えられる。雨にぬれずに移動できることが望ましい。 

・郵政宿舎の活用も検討してもよいのではないか。 

  【審議（３）について】 

・住民にとってどんなメリットがあるのかや施設のイメージなどポジティブな印象

となるものにするべき。 

・藤久保地域だけでなく、三芳町全体に有益な施設となることを伝える必要があると

考える。 

⇒意見を参考に修正する。 


